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〇 はじめに

本校は、小林市の北西部に位置し、韓国岳（標高 1700m）、新燃岳（標高 1421m）、夷

守岳（標高 1344m）、及び九州山地や霧島の山々に囲まれた自然豊かな環境に位置してい

る。全校生徒は 87名で、明るく素直である。

2019 年度から、ＮＩＥ実践指定校の指定を受け、新聞を読む機会を増やしたり、新聞記

事を読んだ感想を考えたりするなどの活動を通して、新聞に親しみをもたせている。語い

を増やし表現力を高め、視野を広げていくことを目的とした。

１ ＮＩＥの具体的な取組

（１） ＮＩＥコーナーの設置

① 目的

〇 全校生徒が使いやすい場所に新聞を置き、生徒の新聞への関心を高める。

〇 新聞を活用した活動に積極的に参加しようとする意欲を高める。

② 内容

【玄関口 NIE コーナー】

学校の玄関奥にあるフロアにＮＩＥコーナーを設け

て、宮崎日日新聞、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、日

本経済新聞の５紙を閲覧することができる新聞掛けを設

置した。また生徒が新聞を広げて読めるよう長机も設置

した。

新聞掛けに新聞をかける作業や新聞保管ボックスへの

整理は、新聞社ごとに担当の生徒が係活動の一環として

行っている。

（２） １分間スピーチの実施

① 目的

〇 新聞を読んで、記事の要約、記事を選択した理由、自分の意見の順で書か

せることで、社会で起こっていることに関心をもち、その社会的事象への自

分の意見や考えをまとめる力を高める。

〇 他人の前で自分の意見を自分の言葉で発表することで、発表する力や相手

にわかりやすく説明するなどの表現力を高める。

② 内容

１年生から３年生の各学級で使用する新聞を決め、新聞記事の要約や感想など

をまとめ、帰りの会で発表する１分間スピーチ活動を行った。記事の選択につ

いては当初は生徒の自主性に任せたが、選ぶ題材に偏りが見られたため、新聞

 

３ 成果と課題 
 【成果】 
  ○ 図書室に新聞コーナーを設置することで、宮崎日日新聞以外の新聞を生徒が読む

ことができる機会をつくることができた。 
  ○ 学級や教科で「できること」に取り組んでもらったので、学級での取組は継続し

た活動になったものが多く、いくつかの教科でも取り組んで新聞を活用した取組
を行ってもらうことができた。 

  ○ 田﨑香織先生による研修を通して、ＮＩＥの取組を身近に感じてもらうことがで
き、来年度に向けて、職員全体のＮＩＥに取り組む意識も前向きになった。 

 
 【課題】 
  ● 継続的に新聞を手に取って読む生徒を少しずつ増やせるような工夫を考えていく

ために、委員会の活動との連携もしていく必要がある。 
  ● 教科によっては、授業の内容に合っている新聞記事が見当たらなくて、新聞記事

を使いたいけど使えない状態も見られた。 
  ● 学級や教科によって、取り組みに差が出てしまったので、来年度は、学校全体で

共通してＮＩＥに関する活動を行うことで、生徒たちの変化を全職員で見届けられ
るようにしていきたい。 
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具体的方法は次の通りである。 【視写の掲示の様子】

ア 教師が新聞コラムの中から記事を選定し書

き方の見本を作成しておく。

イ 見本をもとに生徒同士で相互に丸付けをす

る。（文章の書き方や漢字の誤字脱字を点検）

ウ 国語科担当に提出し、評価をしてもらい、特

に優れている視写をＮＩＥコーナーに掲示す

る。

（４） 教育連載への投稿

① 目的

〇 新聞記事を読んで、記事を読み取る力を高める。

〇 新聞記事から自分の意見や考えをまとめる力を高める。

〇 新聞に掲載されることを通して、取組に対する意欲を高める。

② 内容

宮崎日日新聞社から「14 歳の君へ　わたしたちの授業」として毎月記事

が送られてくる。その記事の感想を１３０字程度で書く活動を、学年ごと

に輪番制で取り組ませた。

【教育連載の投稿担当】

4月 5月 6月 7月 9月 10月

担当学年 3年 2年 1年 3年 2年 1年
提出

（予定）
4月22日 5月24日 6月21日 7月19日 9月20日 10月23日

11月 12月 1月 2月 3月

担当学年 3年 2年 1年 2年 1年
提出

（予定）
11月22日 12月20日 1月23日 2月21日 3月19日

２ 教科の授業としての取組

ア 社会科の授業での活用

【社会科学習指導案 一部抜粋】

第３学年 社会科学習指導案

１ 単元名 現代の民主政治

２ 目標

（１）将来国政に参加する公民として、現実の政治への関心をもつとともに、積

極的に関わろうとする。 （関心・意欲・態度）

（２）選挙に関する資料を適切に読み取り、判断し、現在の政治の動向や課題を

把握することができる。 （思考・判断・表現）

（３）最近の選挙に関する話題や各政党の選挙公約などについて、新聞記事を活

記事の分野を各学年で指定して取り組ませるよう改善を図った。 

【２月から３月の担当新聞と記事分野の例】 

                                                     

    ア 具体的な流れは次の通りである。           【新聞スピーチの様子】 

    ①担当生徒が新聞コーナーから最近の 

     新聞を教室に持っていく。②自宅に持ち 

     帰り、新聞を読む。③関心のある記事を 

     切り、用紙に貼る。④記事の要約、記事            

を選択した理由をまとめる。⑤担任教師  

に発表の仕方を点検してもらう。（内容             
の把握、発表態度の指導）⑥帰りの会で       
発表する。⑦発表者の発表に対して次           
のスピーチ担当生徒がコメントをする。            
１分間スピーチファイルを作り、学級に  【感想を述べている様子】 

       保管し、誰でも見られるようにする。 

    イ 実施するにあたって次のことに留意した。       

（ア） 発表した生徒に対してのコメントする      

際は、どんなところが良かったのか根

拠を明確に述べる。 

(イ) 教師も生徒の発表について、良かっ      

たところを伝え、次の発表の機会や他      

の発表者の意欲につながるように支援

する。 

 （３） 新聞コラムの視写活動 

    ①  目的 

     〇  新聞のコラムを書き写すことで、正しい日本語の表記の仕方や文章の書

           き方の基本に慣れる。 

     〇 新聞のコラムを読むことで、内容を読み取る力と、時事問題への関心を

             高める。 

    ② 内容 

    １年生と２年生の朝自習の時間を利用して新聞のコラムを書き写す活動を月     

に１週間程度行った。                            

 

 学年 新聞社  記事分野 
 

１年生
 

 

宮日新聞
 

 

社会面  

スーパーワイド（地域） 

２年生
 

 

読売新聞
 

 

国際面
 

 

３年生
 

 

日経新聞
 

 

国際面、総合面
 

 

 

 − 22 −



具体的方法は次の通りである。 【視写の掲示の様子】

ア 教師が新聞コラムの中から記事を選定し書

き方の見本を作成しておく。

イ 見本をもとに生徒同士で相互に丸付けをす

る。（文章の書き方や漢字の誤字脱字を点検）

ウ 国語科担当に提出し、評価をしてもらい、特

に優れている視写をＮＩＥコーナーに掲示す

る。

（４） 教育連載への投稿

① 目的

〇 新聞記事を読んで、記事を読み取る力を高める。

〇 新聞記事から自分の意見や考えをまとめる力を高める。

〇 新聞に掲載されることを通して、取組に対する意欲を高める。

② 内容

宮崎日日新聞社から「14 歳の君へ　わたしたちの授業」として毎月記事

が送られてくる。その記事の感想を１３０字程度で書く活動を、学年ごと

に輪番制で取り組ませた。

【教育連載の投稿担当】

4月 5月 6月 7月 9月 10月

担当学年 3年 2年 1年 3年 2年 1年
提出

（予定）
4月22日 5月24日 6月21日 7月19日 9月20日 10月23日

11月 12月 1月 2月 3月

担当学年 3年 2年 1年 2年 1年
提出

（予定）
11月22日 12月20日 1月23日 2月21日 3月19日

２ 教科の授業としての取組

ア 社会科の授業での活用

【社会科学習指導案 一部抜粋】

第３学年 社会科学習指導案

１ 単元名 現代の民主政治

２ 目標

（１）将来国政に参加する公民として、現実の政治への関心をもつとともに、積

極的に関わろうとする。 （関心・意欲・態度）

（２）選挙に関する資料を適切に読み取り、判断し、現在の政治の動向や課題を

把握することができる。 （思考・判断・表現）

（３）最近の選挙に関する話題や各政党の選挙公約などについて、新聞記事を活

記事の分野を各学年で指定して取り組ませるよう改善を図った。 

【２月から３月の担当新聞と記事分野の例】 

                                                     

    ア 具体的な流れは次の通りである。           【新聞スピーチの様子】 

    ①担当生徒が新聞コーナーから最近の 

     新聞を教室に持っていく。②自宅に持ち 

     帰り、新聞を読む。③関心のある記事を 

     切り、用紙に貼る。④記事の要約、記事            

を選択した理由をまとめる。⑤担任教師  

に発表の仕方を点検してもらう。（内容             
の把握、発表態度の指導）⑥帰りの会で       
発表する。⑦発表者の発表に対して次           
のスピーチ担当生徒がコメントをする。            
１分間スピーチファイルを作り、学級に  【感想を述べている様子】 

       保管し、誰でも見られるようにする。 

    イ 実施するにあたって次のことに留意した。       

（ア） 発表した生徒に対してのコメントする      

際は、どんなところが良かったのか根

拠を明確に述べる。 

(イ) 教師も生徒の発表について、良かっ      

たところを伝え、次の発表の機会や他      

の発表者の意欲につながるように支援

する。 

 （３） 新聞コラムの視写活動 

    ①  目的 

     〇  新聞のコラムを書き写すことで、正しい日本語の表記の仕方や文章の書

           き方の基本に慣れる。 

     〇 新聞のコラムを読むことで、内容を読み取る力と、時事問題への関心を

             高める。 

    ② 内容 

    １年生と２年生の朝自習の時間を利用して新聞のコラムを書き写す活動を月     

に１週間程度行った。                            

 

 学年 新聞社  記事分野 
 

１年生
 

 

宮日新聞
 

 

社会面  

スーパーワイド（地域） 

２年生
 

 

読売新聞
 

 

国際面
 

 

３年生
 

 

日経新聞
 

 

国際面、総合面
 

 

 

 − 23 −



 

本校のＮＩＥ実践について 

宮崎県立妻高等学校／新・宮崎県立妻高等学校 教諭 井手 誠 

 

１ はじめに～NIE 教育との出会い、学校紹介 

 自分自身が、日常、新聞から遠ざかっていたが、日本新聞協会より NIE 実践指定校の認

定を受け、今は、頭の中が新聞だらけになっている。新聞を活用する目的は、主体的で対

話的で深い学びを実現し、生きる力を身につけることである。従って、新聞活用は、あく

までも手段であるが、極めて強力で有効な手段である。本校は、西都商業高校との統合に

より開設された新宮崎県立妻高等学校と「最後」の妻高等学校からなる。１・２年生は、

普通科文理科学コース 1 クラス、普通科 3 クラス、情報ビジネスフロンティア科２クラ

ス、福祉科 1 クラスの 1 学年合計 7 クラス、3 年生は、普通科 4 クラス、福祉科 1 クラ

スの 1 学年合計５クラス、学校全体で１９クラス全校生徒６５７名である。進路は、国公

立大学、私立大学、短期大学、高等看護専門学校、各種専門学校、就職など多様である。

多様性に富む本校生徒の実態を踏まえ、いかなる NIE を展開することできるか、1 学期は、

事務作業と考えを巡らすだけで時間が過ぎていった。1 学期に考えたことを、2 学期に具

体化させ、生徒図書委員と各先生方の協力のもと、実践に取り組んだ。 

 

２ 本校の具体的取り組み ①・②は実現 ③はかっちりとは出来なかった 

 本校の具体的取り組みは、以下のとおりである。 

 ① 朝の１０分間読書における取り組み 

   １～２週間程度の間隔で、各紙コラム・社説・記事等を課題図書として、全校一斉   

に読ませる。 

 

 ② 新聞に親しむ取り組みを各学年に対して取り組む 

   全１９クラスを対象に新聞各紙に親しむ機会を保障する（１０／２１～１２／２０） 

   ３グループに分け、進路職員室・職員室等も含めてローテションを作成 

 

 ③ 各教科・総合的な学習（探求）の時間・特別活動における新聞活用の取り組み 

   各教科  教科代表者会に協議依頼→教科会→中核実践者選出→授業実践 

    【理科】1 年生の生物基礎の「免疫」の授業の中で、新型コロナウイルスについ        

て新聞の内容を提示し、次のような項目を紹介した。 

        〇ウイルスの特徴〇感染拡大の原因〇症状や感染源、治療法  

    【地歴】新聞記事を使用した地理Ｂ授業 

        ①カナダのハドソン湾の氷が溶けシロクマの絶滅の危険 

        ②南海トラフ地震津波到達の避難について 

        ③フランスの移民差別 

    【公民】気になるニュースミニ小論の取り組み 
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    用して有用な情報を適切に選択し、読み取ったりまとめたりすることができ

    る。                                            （資料活用の技能） 

 （４）多数決の原理や選挙の仕組み、政党や世論の役割などについて理解する。 

                               （知識・理解） 

 授業の展開 

 ○ 本時の指導にあたっては、導入で新聞を使い、参議院議員選挙に関する 

  記事の中から政党名や政策を読み取らせることで選挙に対する関心を高め 

  させたい。次に展開では小選挙区制と大選挙区制などの選挙制度に関する 

  資料からその違いと問題点を読み取らせ、日本の選挙制度の課題を文章に 

  書かせることで表現力の向上を図りたい。また、振り返りでは本時のまと 

  めを自分の言葉でまとめさせることを通して、確実な知識・技能の定着を 

  図り、本校の研究のねらいに迫っていきたい。 

 学習指導過程 

段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点 評価方法   

 

導入 

 

 

 

 

 

１ 選挙の重要性を確認し、

 政党名や掲げる政策を新聞

 から読み取り発表する。 

         （ペア） 

２ 本時の目標を確認する。 

○ 日本の選挙制度に対する関

 心を高めさせ、新聞を協力し

 て読みとらせ、政党名と主な

 政策についてまとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

新聞 

ワー

クシ

ート 

 

掲示

物 

 

 

 

 

 

 日本の選挙制度を理解し、選挙制度の課題について考えよう。   

    

 

 

３ 成果と課題 

① 生徒の変容 

  生徒がＮＩＥコーナーで、新聞を広げて読んでいたり、生徒同士で新聞の話題をして

いる姿がよく見られるようになった。また授業においても新聞記事から得た国内外の情

報を発表することが多くなり、社会事象への生徒の関心が高まった。 

 ② 生徒の感想 

  〇 あまりこれまで新聞を読む機会はなかったが、新聞には国際関係などの世界の    

ことも多く掲載してあり、世界に興味を持つきっかけとなった。 

〇 新聞を読むのは難しいが、文章を読むことや難しい字が読めるようになった。 

 ③ 実践者の感想及び今後の課題 

  新聞スピーチの活動では、スピーチ活動を各学級で今後も継続して、取り組んでい  

きたい。取り上げる記事を各学年の発達段階に応じて、学年ごとにステップアップする

ように工夫をしていきたい。

  これまでより新聞をもっと多くの生徒が読む機会が増えるように、新聞を学級で回  

覧する仕組みを整えたい。また授業での活用を積極的にしていくために、新聞を使っ  

た授業の在り方を紹介し、啓発していきたい。 
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